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P.1 

 

～地域の力を学校に～『清瀬市学校支援本部』 

学校支援本部とは？ 

地域の人たちと一緒になって、学校が必要とする教育活動などを支援するために設置された組織です。 

“地域コーディネーター”が中心となり、 

体験授業の講師、授業補助、学校行事の運営 

支援・校内環境整備など各種活動に協力して 

くれるボランティアを発掘し、支援したい人 

と学校のニーズをマッチングさせ、様々な活 

動に取り組んでいます。 

これまでも多くの地域住民・地域団体・保 

護者・学生の方々にご協力をいただいてきま 

した。こうした活動は、全国の自治体で広ま 

り、清瀬の小・中学校でも令和２年度から全 

校で設置しています。 

 

「第 2次清瀬市教育総合計画マスタープラン」との関わり 

【基本構想】 基 本 理 念：子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育 

５つの柱の１つ：地域の力で清瀬の教育をつなぎます（地域コミュニティ） 

１６の方向性の１つ：地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進 

【実行計画】 方向性を具現化する施策：学校支援本部の設立及び活動の推進 

 

 

令和2年度から清瀬市内全ての小・中学校に設立実現！ 



P.2 

 

学校支援本部設置状況一覧（Co＝コーディネーター） 令和7年 3月 31日現在 

設置年度 学校 Co氏名 備考 地域連携担当教員 

  統括 齊藤 しのぶ 社会教育委員・民生・青少協等  

H29 清瀬小 
池田 泉 元 PTA会長、Co兼務有 小野寺 麻美子 主任教諭 

荻野 大輔 主任教諭 諸川 幸子 元 PTA副会長、Co兼務有 

R1 芝山小 

大津 里美 元 PTA会長 

山岡 拓馬 主幹教諭 山﨑 優子 元青少協第四地区委員会会長 

原 久美 SSS 

H27 三小 
齊藤 しのぶ 元 PTA会長、Co兼務有 

小池 なつき 教諭 
森谷 美津子 きよせの自然を守る会 

R1 四小 
石垣 沙織 元 PTA会長 

横山 賢作 主幹教諭 
加藤 理菜 卒業生 

H30 六小 

大竹 政雄 六小おやじの会代表 

相原 麻菜美 教諭 武田 千晴 元 PTA会長 

伊野 早代里 元 PTA会長 

R1 七小 
木村 葉子 元七小の会役員 

須山 望 主幹養護教諭 
淡路 真由美 元七小の会役員 

R1 八小 

土屋 有子 元八小の会役員 

仲 恵 主幹教諭 山崎 晶子 元八小の会役員 

北 真紀 保護者 

R1 十小 

石崎 勇仁 学校運営連絡協議会委員 

芦澤 マユミ 主幹教諭 岡 利依 学校運営連絡協議会委員 

入江 寛子 学校運営連絡協議会委員 

R2 清明小 
山村 康一 元保護者 

瀬川 仁一朗 主任教諭 
本間 幸子 青少協第三地区副会長 

R1 清瀬中 
池田 泉 元 PTA会長、Co兼務有 

薄井 友宏 主幹教諭 
諸川 幸子 元 PTA副会長、Co兼務有 

H30 二中 齊藤 しのぶ Co兼務有 阿部 充浩 主任教諭 

R2 三中 齊藤 しのぶ Co兼務有 小室 渉 主幹教諭 

R1 四中 
髙山 邦子 主任児童員 

平野 彰子 教諭 
齊藤 しのぶ Co兼務有 

H30 五中 

本庄 佳緒里 元保護者代表者会役員 

太田 紗弥香 主幹教諭 太田 友紀 元保護者代表者会役員 

望月 紀子 元保護者代表者会役員 



P.3 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校の活動報告 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成者：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ） 〇

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.４

延べ　２３０人

清瀬市立清瀬小学校

２人　　

３０人　　

学校支援本部 活動開始年度

学級数・延児童生徒数

令和6年度ボランティア数

H29年度

２５学級・７０７人

3人

5人

25人

（※）サタデースクール

650人

110人

90人

90人

1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

10人

年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

延べ　250人

 その他
の内容

進路指導の補助

写真orイラスト

（写真タイトル）

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

〇学校運営連絡協議会（年２回）　　〇避難所運営連絡協議会　　　　〇CS委員会（年５回）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応

地域ボランティアとの連絡
調整

日々の校内清掃への参加・
見守り

給食時の対応

学校行事等の準備・運営

放課後・夜間における対応

児童生徒の休み時間におけ
る対応

部活動の補助

授業準備・補助

〇教育環境の向上

・朝学習ボランティア→毎週金（漢字） ・ミシン補助ボランティア

・放課後学習ボランティア→毎週金曜日

・夏休み学習ボランティア

・理科実験補助員

〇講師招聘

・そろばん授業（４年生）→算数（珠算協会） ・給食を一緒に食べよう（４年生）→総合

・乳絞り体験（３年生）→社会（増田牧場） ・命の教育（３年生）→総合（東洋大学）

・昔遊び（１年生）→総合（けんだまのWa） ・町探検（２年生）→生活

・俳句教室（１.２年生）→国語（谷村先生）

〇学校行事補助

・運動会 受付・誘導、安全補助

〇広報

・学校のHPで活動報告や手紙掲載

〇次年度に向けて

・サタデースクールの講師依頼

朝学習ボランティア３年目を迎え、週に１回ボランティアの方に来ていただき丸付けをしていただ

いた。先生方の仕事を軽減することができた。また、継続的に行うことで子どもたちの学習成果が

出てきた。特定の学年にはなってしまったが、そろばん授業や出前授業を行うことができた。

土曜サタデースクールは年８回を開講することができました。多くの子供たちが参加し、有意義な

活動になった。

次年度活動に向け、地域連携教諭と協力し、年間の予定表を作成し全学年の児童の為にできること

を増やしていきたい。



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※）

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.５

 その他
の内容

（※）

令和5年度活動、漢字検定、校内環境美化について4月に打ち合わせ
青少協の役員会に参加して共催事業の打ち合わせ
芝小保護者の会運営委員会開催　年三回

漢字検定、みどりの絆、運動会、音楽会ボランティア募集
校内環境美化活動を青少協第四地区委員会と共催

運動会や音楽会の誘導や受付の保護者をボランティアに募集し保護者の会の役員を中心に運営するこ
とで進行がスムーズでした。
1学期に開催したみどりの絆は雨天で5回中2回のみの実施でした。
青少協との共催事業と漢字検定の前日準備を同日に開催しましたが準備が忙しく保護者の参加は期待
した以下の集まりだったので別日開催の方が良い.

延べ40人
人 人

10人 2人

0人 2人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

20人　　 令和6年度ボランティア数 延べ40人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

学校名    清瀬市立芝山小学校

芝山小支援本部 活動開始年度 令和元年度

3人　　 学級数・延児童生徒数 12学級　353人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

P.６

 その他
の内容

（※）サマースクール(自習学習　体験学習)、三小まつり

・年度初めの保護者会で学校支援本部の紹介
・支援本部サポーターの方と学校管理職を含めて年度初めの話し合い
・サマースクールについての事前の話し合い
・1月,3月のCS(学校運営協議会)
・PTA定例会
・三小まつり実行委員会　　・三小避難所運営協議会

【支援活動事例】

・校内の花壇、畑の整備(ボランティア調整)
・ヤギの飼育　(委員会活動の補助、そよかぜ学級の学習支援)
・1年生学習支援(自然観察会)
・3年生学習支援(人権の花の植栽、人参の播種及び収穫と食育)
・体力テスト(お手伝いボランティア調整)
・授業公開日(受付ボランティア調整)
・漢検(年2回　検定料集金、監督員ボランティア調整)
・サマースクール(自習教室見守りボランティア調整、体験教室10講座各講師の調整)
・ようこそ先輩(4年生授業)(話す方の調整　元水族館館長　愛玩動物看護士　アニメーター)
・三小まつり実行委員会主催の三小まつりたてよこななめ　春夏秋冬まつりの参加協力
　おはなし会他、ブーススタッフボランティア調整

三小PTA、NPO法人きよせラボ、学校のご協力をいただいて活発な活動ができました。
サマースクールでは各方面からの協力で10講座も開催でき、どの講座も大盛況でした。
また、三小まつりでは他校からのコーディネーターや保護者も応援に駆けつけて下さり、おまつりを
盛り上げることができました。先生方もご自分のお子さんを連れて参加するなど地域の方とともに三
小の子供たちも楽しめたことと思います。

延べ300　人以上
人 人

人 人

５人 １人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

３０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

１０人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

その都度募集　　 令和６年度ボランティア数 延べ　300　人以上

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第三小学校

三小学校支援本部 活動開始年度 平成27年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 10学級　224人

ヤギの飼育

サマースクール

ようこそ先輩



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.７

 その他
の内容

（※）漢字検定

・次年度CS立ち上げにあたり、人選等管理職との打ち合わせ
・読み聞かせ実施にあたり、日程調整等担当教員との打ち合わせ
・学校行事や学年で要ヘルピングハンズ（ボランティア）募集となった際、管理職や地域連携担当教
員、学年教員と打ち合わせ
・CSについての校内研修時、支援本部とはどのようなことができるのか教員へ説明・再共有
・登校班の統合や分割にあたり、管理職と地域連携担当教員と打ち合わせ　　　　　など

・草取り集会、運動会受付、展覧会受付、閉庁期間の鶏のえさやり、まちたんけん、地域安全マップ作り、染物体験、昔遊
びなどヘルピングハンズの募集（Googleフォームを作成、H&Sで配信）と調整
・市内社会科見学（消防署・いなげや・郷土博物館）日程調整
・「家庭と子供の支援員」人材探し、日程調整
・読み聞かせ実施に向けた日程調整、ヘルピングハンズ募集、担当学年の調整
・セーフティ教室（講師との橋渡し）、協働活動支援員への依頼と調整
・漢字検定の案内・実施・ヘルピングハンズの募集、協働活動支援員への依頼と調整
・四小保護者の会の活動支援（学校資源回収日程の調整、運営役員募集など）
・給食試食会の実施（計3回）
・登校班編制、調整作業
・通学路安全点検の事前調査・資料作成、点検当日の参加
・入学説明会での案内（登校班の説明、個人情報の取り扱いについて同意書配布・回収）
・卒業対策委員の募集、活動支援
・新入生分の歌集の手配
・卒業式保護者優先席の調整
など

・数年ぶりに読み聞かせが実施できてよかった
・市内社会科見学の受け入れ先と日程調整等をしてもらえて助かった
・保護者だけでなく、地域の人材（大学生・学校運営連絡協議会委員など）への声かけにより、四小
との関係性を深めることにつながり、次年度以降へのCS化の足がかりともなった

延べ　120人
人 人

35人 5人

35人 5人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

35人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

5人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

都度募集　　 令和6年度ボランティア数 延べ　120　人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第四小学校

四小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度

2　人 学級数・延児童生徒数 9学級・224人

左：染物体験のヘルピングハンズ

下：読み聞かせのヘルピングハンズ



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.８

 その他
の内容

（※）流しそうめん

CS会合（学校運営協議会）　計5回　5月18日、6月15日、10月19日、2月8日、3月1日
　　　　　　　　　　　　　　その他　個別の案件については個々に対応
学校支援本部（協議・情報共有）　随時（メールなどのツールも通信手段として用いている。）

支援活動　教育環境の向上　12月7日　花壇整備（花壇ボランティア）
　　　　　　　　　　　　　登下校の見守り　PTA主導（ふれあい週間、引き取り訓練など）
　　　　　　　　　　　　　修繕等　児童昇降口外部のミストシャワー増設　他

5月18日　コミュニティ・スクール説明会
6月15日　セーフティ教室「情報モラルについて」生活指導主任　野田幸宏　主幹教諭
　　　　　　　　　　　　意見交換会　東村山警察署より情報提供
　　　　　拡大学校運営協議会　全教職員を交えて
11月30日　CS音楽会（発表会）
2月8日　　六小土曜講座　「国際交流会：カンボジア」清瀬国際交流会協力
3月1日　　CSミニライブ

イベント他　6月8日　 六小フリマ①（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
            6月29日  流しそうめん（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　7月20〜21日　サバイバルキャンプ
　　　　　　9月14日　地域料理教室　手作りピザ　（主催：うめのたけの集い、PTA）
　　　　　　10月19日 秋まつり　PTAサタデースクール共催
　　　　　　11月9日　六小フリマ②（主催：学校支援本部六小プロジェクトX）
　　　　　　12月14日 地域料理教室　X'sケーキ　（主催：うめのたけの集い、PTA）
新企画:六小ライブラリー＆カフェ（通称：六小ライカ）
　　　　　　開催日　5月25日,6月22日☆,7月27日,8月24日☆,9月28日,12月21日☆,
　　　　　　　　　　1月25日,2月22日☆,3月22日（☆はカフェあり）
学校支援本部六小プロジェクトX［URL] https://kiyo6-projectx.jimdofree.com

六小学校支援本部はコーディネーター3名体制として2年目の活動を行った。これまで以上にPTAおよび地域コ
ミュニティとの繋がりが強くなり、見合わせていたイベントの再開や新企画（六小ライカ）を進めることが出
来た。しかし、児童などの居場所作りとしての試みは未だ試行錯誤の段階であり、今後の発展を模索します。
コミュニティースクールとしての基盤は整いつつあり、地域コミュニティ、グループや近隣大学などと地域活
動の活性化について問題点やアイデアを考えることを継続しました。”六小フリマ”は”地域の交流の場”と
して活用され、地域の寄り処になることを目指します。
学校支援本部として、これらの実績を基により良い支援を進めていきます。

延べ　100人
人 人

100人 20人

100人 30人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

30人　　 令和6年度ボランティア数 延べ　　60人

六

小

ラ

イ

カ

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬第六小学校

六小プロジェクトX 活動開始年度 平成30年度

3人　　 学級数・延児童生徒数 12学級・363人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇 〇

〇 〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

 P.９

 その他
の内容

（※）地域づくりの会主催の祭りボランティア、支援本部チーム化

〇　学校運営協議会　〇　松山ＤＸ（地域づくりの会）〇　避難所運営連絡協議会
〇　七小の会（保護者の会）運営委員会　　〇 ４月当初に教職員への挨拶の場
〇　新入生説明会でななサポについて説明

〇　読書、学びへの関心・意欲の向上
　・読み聞かせ→保護者、卒業生、地域の方　・図書ボランティア→保護者
　・漢字検定受付、試験監督→保護者、卒業生、地域の方
〇　講師招聘
  ・１～４年生セーフティ教室→清瀬の包括的性教育団体（謝礼10,000円）
　・委員会、けやき学級畑指導（協働活動支援員として）
　・明治安田生命による金融教室
〇　地域とのつながりづくり、児童のボランティア情操教育
　・松山ＤＸ祭り（地域づくりの会主催）→保護者、七小児童、社事大生、清瀬高校生、二中生
　　卒業生、地域の方
　・ななりんのお庭（中休みにボランティア児童と一緒に花壇整備活動）
〇　授業サポート
　　1年生交通安全教室、2,3年生校外学習、けやきひのき学級地域ポイントラリー、火おこし体験→保護者、地
域の方
〇　学習支援
　・夏休み学習支援→保護者、卒業生　・放課後ぐんぐんタイム→卒業生、地域の方、社事大生

〇　卒業生や現役中高生を巻き込む「循環型」ボランティアを行うことができている。（教員より）
〇　火おこし体験では慣れたボランティアがいるので、先生が変わっても地域の力で引き続き行って
いけそうだ。（教員より）
〇　読み聞かせ、図書室の飾りつけ、漢字検定、花壇等整備リーダーを学校支援本部内に置いたこと
により、学校に積極的に関わる人材を増やすことができた。
○　花壇等整備、通称ななりんのお庭の活動を毎週水曜の中休みに行うことにより、児童が支援本部
事業にボランティアとして参加するようになった。保護者や地域の大人と子どもたちの新たなつなが
りが生まれた。

延べ　４３０人
人 人

４０人 ４人

３５人 １０人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

１４０人　　 令和6年度ボランティア数 延べ４３０人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第七小学校

ななサポ 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １５学級・２７０人

ななりんのお庭
児童参加の様子

授業サポート
火おこし体験



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.10

 その他の
内容

（※）芝生の管理維持作業・読み聞かせ・図書ボランティア・
　　　学校行事の手伝い・通学路点検

〇学校支援本部顔合わせ
〇学校運営連絡協議会（年３回）
〇たいよう学級社会科見学付添い打ち合わせ
〇社会科見学付添い打ち合わせ
〇ボランティア募集相談
〇運動会手伝いの打ち合わせ
〇校外学習活動支援の打ち合わせ
〇芝生まつり打ち合わせ
〇展覧会受付打ち合わせ

〇ボンランティア募集
　（チームふわっと・図書ボランティア・読み聞かせボンランティア・どんぐりっ子・パレット）
〇読み聞かせボランティア日程調整
〇図書ボランティア活動コーディネート
〇パレット活動コーディネート
〇たいよう学級社会科見学付添い
〇運動会手伝い（受付・片付け）
〇交通保護誘導
〇校外学習活動支援
〇芝生まつり…芝生手入れ→遊び（バルーンロケット・バルーンロール・シャボン玉）
〇展覧会受付
〇保護者の会活動のサポート

今年度も、保護者の会と青少協との共催で「芝生まつり」を開催・運営しました。多くのボランティ
アや地域の方の協力もあり、バルーンという新しい試みにチャレンジし、200名を超える児童と、教員
と、楽しい時間を過ごしました。学校支援本部でボランティアを募集し、活動をコーディネートしま
した。コロナ禍以降活動のなかった「パレット」も、新たに展覧会の準備という活動をすることがで
きました。読む力の向上という学校の方策もあり、図書・読み聞かせボランティアの活動の回数を増
やしました。学校側から行事の付添い、保護者の会から行事の受付等、相談を受けることも増え、ボ
ランティアや保護者の会、多くの地域の団体と連携をとりながら、無理なく活動することができまし
た。

延べ３００人
人 人

人 人

２２３人 52人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２９人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

７１人　　 令和6年度ボランティア数 　延べ　　３００人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第八小学校

ＳＮ８ 活動開始年度 平成３１年度

３人　　 学級数・延児童生徒数 １９学級・４４３人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.11

 その他
の内容

(※)読み聞かせ、受付業務、大根販売、運動会設営手伝いなど

〇 十小保護者会での地域支援本部の紹介(4月) → 保護者を対象にご挨拶と本年度の事業の紹介
○ 十小・五中合同学校支援本部連絡会(4・7・2月)→Coと事務局とで今後の方針のすり合わせや情報
交換を行った
○ 学校運営連絡協議会に参加(4・5・8・12・3月)
○ 校長先生と情報交換・将来の目標等を話し合い(不定期)

○ 教育環境の向上
・草刈り/落ち葉清掃 → 保護者、地域ボランティア
・図書ボランティア募集 → 保護者、地域ボランティア
・“十小ファーム”開墾 → 教員・保護者・児童・地域・学生ボランティア
・読み聞かせボランティア → 保護者、地域ボランティア
・新規学校支援地域企業開拓 → 株式会社グリーンハーモニー
・受付業務 → 学校支援本部Co、地域ボランティア
〇 講師招聘
・三年生蚕学習 → 蚕学習ボランティアピュアシルク
・“十小ファーム” 開墾指導 と令和6年度作付け計画の立案補助 → 岩田農園

・ 学校教員からの地域Coと学校支援本部の取り組みがより理解が増進したと感じる
・ 少し、学校教員から地域Coに依頼が増えてきたと感じる
・ 地域づくりの会／十小の会／青少協とも良い関係を構築できていると感じる
・ 十小の畑をさらに発展させて、サツマイモや大根などの栽培と収穫ができた。今年も、サツマイモは焼き芋
の会に、大根は販売の売上金が学校支援本部の原資になった
・ 来年の「焼き芋会」に焚き火に特化した人材発掘に向けて次年度を待たずに「焚き人」プロジェクトを開始
した
学校支援本部の認知度を上げて、学校支援本部メンバーを増やしていきたい

延べ 353人
人 人

人 人

90人 15人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

人 1
回
あ
た
り
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タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

十小バディ 22名　　 令和6年度ボランティア数 延べ　　353 人

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第十小学校

十小 学校支援本部 活動開始年度 令和元年度

3人　　 学級数・延児童生徒数 19学級・544人

蚕学習の様子
落ち葉清掃

焼き芋の会の様子



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.12

 その他
の内容

（※）図書室環境整備

本部運営委員会(2～3ヶ月に1回程度、不定期)
清雅包括×hitonowa×学校支援本部　活動の場作りミーティング(3ヶ月に1回)

◯未来塾(放課後家庭学習時間の見守り)
◯家庭科授業補助(調理実習、ミシン)
◯図書室環境整備
◯特別支援学級「あおぞら」hitonowa訪問
◯2年生町探検サポート
◯2年生地域の方・1年生との交流会
◯3年生フィールドワーク引率(町探検)
◯3年生柳瀬川講習
◯4年生柳瀬川体験学習
◯体力テストのサポート
◯プライベートゾーン講習
◯HPの運営

　今年度から特別支援学級「あおぞら」が開設したと同時に、図書室飾りつけを始め当校学校支援本
部に多くご協力いただいているhitonowaへの訪問がスタートした。今年度だけで9回の訪問を終え、あ
おぞらの児童だけではなくhitonowaのスタッフや利用者の皆様からも非常に多くの喜びの声をいただ
いている。あおぞらの児童にとって、家族・学校の先生以外に地域の大人との結びつきができつつあ
り、今後も継続していきたい。
　昨年度の終わりからスタートした未来塾はやや課題を抱えながらも、少しずつ成果が現れていると
校長からお言葉をいただいた。自宅ではなかなか宿題をするスイッチが入らなかったり、わからなく
て進まなかった児童が少しずつ自力で宿題ができるように変わってきている。
　全体的には昨年度の流れを組みつつ、各学年の担任の先生方の計画にしたがった依頼をいただき、
概ね遂行することができた。学校支援本部のあり方、協力いただいているボランティア側のことをい
つも考えていただきながら依頼をいただいている。

延べ　120人
人 人

70人 5人

70人 5人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

70人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

5人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

50人　　 令和5年度ボランティア数 延べ　350人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清明小学校

清明小応援団 活動開始年度 令和2年度

2人　　 学級数・延児童生徒数 14学級・385人



P.13 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成：各校のコーディネーター 



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術） 〇

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.14

 その他
の内容

（※）SNS講座

〇評議員会（年４回）　　〇学校運営連絡協議会（年３回）　　　　〇避難所運営連絡協議会
〇CS講習会（年２回）

昨年に引き続き、学校行事の補助や検定を行うことができた。PTAと協力しながら学習成果展の巡回が
できたのはよかった。また、防災訓練の地域ボランティアに生徒が参加できたのがよかった。
今後の課題として、清瀬小学校と隣にあるという地形を生かし協働の活動がもっとできるよう、機会
を増やしていきたい。

延べ　30人
人 人

350人 2人

350人 2人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

75人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

3人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

１５人　　 令和6年度ボランティア数 延べ　３０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬中学校

学校支援本部 活動開始年度 H31年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 １３学級・３５５人

〇講師招聘

・音楽祭の合唱指導・審査員

〇学校行事補助

・入学式、卒業式、音楽祭、運動会の受付等

・運動会テント搬入

・音楽祭のDVD販売（集計、注文）

・SNS講座（KDDI）

・学習成果展巡回ボランティア依頼・調整

〇検定運営

・漢字検定（年２回）、英語検定（年３回）

集金、ボランティアの募集、当日の準備・運営（試験監督へ説明等）

〇広報

・学校のHPで活動報告や手紙掲載

〇地域活動

・避難所運営連絡協議会 防災訓練訓練の中学生ボランティア募集



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.15

 その他
の内容

（※）漢字・英語検定、居場所づくり、放課後学習ルーム

学校担当者とその都度話し合い
二中保護者の会と打ち合わせ（各担当者と連絡調整）
CS会議の場で支援本部コーディネーターの立場で発言、報告

１．ワンデーサポート活動（取りまとめ、H＆Sでの発信、運営サポート）運動会、合唱コンクール
２．制服リサイクル活動、ベルマーク収集活動
３．漢検・英検の集金、当日の検定試験監督（ボランティア取りまとめ）
４．保護者の会へのサポート
５．不登校生徒への居場所づくり（ひまわりルーム継続）
６．放課後学習ルームの継続
７．特別支援学級ボランティア探し
８．各教科、学校より依頼された講師探し

昨年度より始めた不登校生徒への居場所づくり（ひまわりルーム）の開室日を週1日から週2日に増や
すことができました。学校からの要望があり応えるよう努力をしてきました。放課後学習ルームにつ
いても継続することが出来、生徒たちからも必要とされている場所だとわかりました。
今後はCSの中で学校や地域からの声を聞き、それに応えられるような活動をしていきたいと考えてい
ます。

延べ　２００人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

１０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

４人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

２０人　　 令和6年度ボランティア数 延べ　２００人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第二中学校

二中学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 １６学級・４３８人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.16

 その他
の内容

（※）英語検定

管理職や各担当教員とその都度連絡を取り合い、話し合いを行う

１．合唱コンクール審査員の依頼
２．英語検定試験監督（ボランティア取りまとめ）
３．命の教育講師の依頼

昨年度の成果を今年度も達成出来ました。そのことからまた来年度への布石を打つ流れとなりそうで
す。英語試験監督だけでなく、漢検も依頼があり、嬉しいかぎりです（コツコツとした誠実な活動を
教員の方々は見ているのだなぁと）
実績が次への依頼に繋がっているようです。

延べ　３０人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

２０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

３人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

０人　　 令和6年度ボランティア数 延べ　３０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第三中学校

三中学校支援本部 活動開始年度 令和２年度

１人　　 学級数・延児童生徒数 １３学級・３６３人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

〇 〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他） 〇

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.17

 その他
の内容

（※）漢字・英語検定、職場体験さがし、職業講話

管理職、担当教員とその都度連絡を取り合い、話し合いを行う。

１．職場体験事業所探し
　→10月末から始まる職場体験に向けて、担当教員と役割分担をしながら活動
２．キャリア教育
　→職業講話（保育士、警察官、プロミュージシャン、ラジオパーソナリティ、看護師、デザイ
ナー）
３．制服リサイクル活動
４．漢検・英検試験監督（ボランティア取りまとめ）

今年度より、漢検と英検の試験監督ボランティア依頼がありました。こちらは他の中学校での支援本
部活動が教員の耳に入り、依頼が入った事例となります。やはり実績のある活動は先生方の口コミで
拡がっていくのだと改めて感じました。

延べ　７０人
人 人

人 人

３０人 ２人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

４０人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

２人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

０人　　 令和6年度ボランティア数 延べ　４０人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第四中学校

四中学校支援本部 活動開始年度 平成３１年度

２人　　 学級数・延児童生徒数 ９学級・２９０人



本　　　部　　　名

コーディネーター数

登録ボランティア数

〇

〇

 学習支援 〇

 体験活動（スポーツ）

 体験活動（文化・芸術）

 体験活動（その他）

 その他（※） 〇

【校内での会議等】

【支援活動事例】

【効果や成果（教員からの声など）】

P.18

 その他
の内容

（※）職場体験先の発掘

〇支援活動の内容について、管理職や担当の先生方と打ち合わせ（随時）
〇学校運営協議会への出席　〇1学年保護者会、保護者代表者会への参加
〇十小　学校支援本部連絡会に参加（小中連携）

〇教育環境の向上並びに地域交流
・花のチカラプロジェクト（校内花壇への花苗植えや球根植えなどを生徒と地域の方々と共に行っ
た）
〇講師招聘
・全学年向け道徳授業（いのちの授業～臓器移植～）→講師は学芸大学附属国際中等教育学校の先生
に依頼
〇学習支援
・放課後学習支援教室開設　→　学習支援は明治薬科大の学生さんと大学生などに依頼
〇学校行事補助
・第２学年の職場体験先の発掘
〇地域の憩いの場として活用するため、ボランティアさん達と未使用地の整備を年間を通して行っ
た。

〇今年度コーディネーターが増えた事により、先生方から依頼の職場体験先の発掘を行う事ができま
した。また学習支援教室においては、先生方から生徒へ声掛けをして頂き、参加する生徒が増えまし
た。先生方への学校支援本部の認知度が上がったように思います。

延べ60人
人 人

人 人

人 人

1
回
あ
た
り
の
子
供
の

平
均
人
数

12人 1
回
あ
た
り
の
ス
タ
ッ

フ
の
平
均
人
数

2人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
数

16人　　 令和6年度ボランティア数 延べ60人

写真orイラスト

（写真タイトル）

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏

ま
え
た
活
動

登校に関する対応 放課後・夜間における対応

地域ボランティアとの連絡
調整

児童生徒の休み時間におけ
る対応

日々の校内清掃への参加・
見守り

部活動の補助

給食時の対応 授業準備・補助

学校行事等の準備・運営 進路指導の補助

清瀬市立清瀬第五中学校

五中学校支援本部 活動開始年度 平成30年度

3人　　 学級数・延児童生徒数 9学級・277人
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統括コーディネーターの活動報告 

 

【支援活動事例】 

１ 学校支援本部研修会、情報交換会議に向けて事務局とその都度打合せ 

２ 研修会（コミュニティスクールについて）、新任Co 向けの研修会、情報交換会議 

３ 教育委員会訪問に同行（四小、七小、八小、清中、二中） 

４ 東京都統括 Co 会議に出席 

５ 学校支援ボランティア登録者に面談、希望校へ振り分け 

 

【効果や成果、課題など】 

学校支援本部活動については各校定着してきています。次なるステップはコミュニティ・スクールへの移行に

伴うコーディネーター活動の充実だと思っています。 

昨年度、今年度とコーディネーター研修は外部より講師をお招きし、コミュニティ・スクールについて勉強を

してきました。ただ、まだ分からない部分もたくさんあり、来年度、統括コーディネーターとして各コーディネ

ーターが困らないよう努力をしていきたいと考えています。 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 学 校 支 援 本 部 だ よ り 等 の 紹 介 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  
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